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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和2年6月11日(2020.6.11)

【公表番号】特表2019-514674(P2019-514674A)
【公表日】令和1年6月6日(2019.6.6)
【年通号数】公開・登録公報2019-021
【出願番号】特願2018-556368(P2018-556368)
【国際特許分類】
   Ｃ０２Ｆ  11/14     (2019.01)
   Ｃ０２Ｆ  11/12     (2019.01)
   Ｂ０１Ｄ  21/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０２Ｆ   11/14     　　　Ｅ
   Ｃ０２Ｆ   11/12     　　　Ｃ
   Ｃ０２Ｆ   11/12     　　　Ｚ
   Ｃ０２Ｆ   11/14     　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｄ   21/01     １０２　
   Ｂ０１Ｄ   21/01     １１０　
   Ｂ０１Ｄ   21/01     １１１　

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月21日(2020.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性汚泥及び／又は沈殿物の固形分を増加させる方法であって、以下の工程：
ａ）　不純物を含む、脱水されるべき水性汚泥及び／又は沈殿物を提供する工程；
ｂ）　少なくとも１種の表面処理された鉱物材料を提供する工程であって、表面処理前の
前記鉱物材料が、乾燥粉末の標準法ＩＳＯ　７８７／１１に従って測定された０．０５ｇ
／ｍＬ～０．８０ｇ／ｍＬのタップかさ密度を有し、前記鉱物材料が、前記鉱物材料にカ
チオン電荷を付与する材料によって表面処理されている、工程；
ｃ）　表面処理された鉱物材料と不純物との複合材料を得るために、工程ａ）の汚泥及び
／又は沈殿物を、工程ｂ）の少なくとも１種の表面処理された鉱物材料と接触させる工程
；及び
ｄ）　工程ｃ）の複合材料を含む汚泥及び／又は沈殿物から水を除去する工程
を含む、方法。
【請求項２】
　工程ａ）の汚泥及び／又は沈殿物が、港湾汚泥、河川汚泥、沿岸汚泥又は消化汚泥、採
掘汚泥、都市汚泥、土木工学汚泥、掘削泥水、石油掘削からの汚泥、醸造所又は他の飲料
産業からの廃水又は処理水、製紙産業、着色料産業、塗料産業又は塗装産業の廃水又は処
理水、農業廃水、食肉処理場廃水、皮革産業廃水及び皮革なめし産業廃水からなる群から
選択される、汚泥である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　工程ｂ）の少なくとも１種の表面処理された鉱物材料が、炭酸マグネシウム及び／又は
炭酸カルシウムを含む鉱物材料及び／又はアルミニウム又はアルミノケイ酸塩を含む鉱物
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材料及び／又はフィロケイ酸塩を含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　工程ｂ）の少なくとも１種の表面処理された鉱物材料が、軽石、スコリア、凝灰岩、Ｍ
ＣＣ、カオリン、ベントナイト、アルミナ、ボーキサイト、石膏、炭酸マグネシウムパー
ライト、ドロマイト、ケイソウ土、ハンタイト、マグネサイト、ベーマイト、パリゴルス
カイト、雲母、バーミキュライト、ハイドロタルサイト、ヘクトライト、ハロイサイト、
ギブサイト、カオリナイト、モンモリロナイト、イライト、アタパルジャイト、ラポナイ
ト、セピオライト、ハイドロマグネサイト、ゼオライト及びそれらの混合物からなる群か
ら選択される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ａ）　表面処理前の、前記少なくとも１種の表面処理された鉱物材料の鉱物材料粒子が
、１．０μｍ～３００μｍの間の重量メジアン粒径ｄ５０値を有し、及び／又は
ｂ）　表面処理前の、前記少なくとも１種の表面処理された鉱物材料の鉱物材料が、乾燥
粉末の標準法ＩＳＯ　７８７／１１に従って測定された、０．０７ｇ／ｍＬ～０．６０ｇ
／ｍＬのタップかさ密度を有し、及び／又は
ｃ）　表面処理前の、前記少なくとも１種の表面処理された鉱物材料の鉱物材料粒子が、
１～８００ｍ２／ｇの比表面積を有する、
請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　ａ）　表面処理前の、前記少なくとも１種の表面処理された鉱物材料の鉱物材料粒子が
、１μｍ～２００μｍの間の重量メジアン粒径ｄ５０値を有し、及び／又は
ｂ）　表面処理前の、前記少なくとも１種の表面処理された鉱物材料の鉱物材料が、乾燥
粉末の標準法ＩＳＯ　７８７／１１に従って測定された、０．０８ｇ／ｍＬ～０．４０ｇ
／ｍＬのタップかさ密度を有し、及び／又は
ｃ）　表面処理前の、前記少なくとも１種の表面処理された鉱物材料の鉱物材料粒子が、
２０～５００ｍ２／ｇの比表面積を有する、
請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１種の表面処理された鉱物材料の表面処理が、一価、二価又は三価カチ
オン、カチオン性ポリマー、及びそれらの混合物からなる群から選択される、前記鉱物材
料にカチオン電荷を提供する少なくとも１種の材料を含む、請求項１から６のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項８】
　前記カチオン性ポリマーが、
ａ）　１ｍＥｑ／ｇ～１５ｍＥｑ／ｇの範囲の正電荷密度を有し、及び／又は
ｂ）　少なくとも６０％のモノマー単位がカチオン電荷を有し、及び／又は
ｃ）　１，０００，０００ｇ／モル未満の重量平均分子量Ｍｗを有し、及び／又は
ｄ）　ジアリルジアルキルアンモニウム塩；三級及び四級化アミン；四級化イミン；アク
リルアミド；メタクリルアミド；Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド；アクリル酸；メタク
リル酸；ビニルスルホン酸；ビニルピロリドン；ヒドロキシエチルアクリレート；スチレ
ン；メチルメタクリレート及びビニルアセテートから選択されるモノマー単位をベースと
するホモポリマーであるか、又は
ｅ）　ジアリルジアルキルアンモニウム塩及びメタクリル酸から選択されるモノマー単位
、並びにアクリルアミド；メタクリルアミド；Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド；アクリ
ル酸；メタクリル酸；ビニルスルホン酸；ビニルピロリドン；ヒドロキシエチルアクリレ
ート；スチレン；メチルメタクリレート；ビニルアセテート及びそれらの混合物から選択
されるコモノマー単位をベースとするコポリマーである
ポリマーを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記カチオン性ポリマーが、
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ａ）　２．５ｍＥｑ／ｇ～１２．５ｍＥｑ／ｇの範囲の正電荷密度を有し、及び／又は
ｂ）　少なくとも７０％のモノマー単位がカチオン電荷を有し、及び／又は
ｃ）　５０，０００～７５０，０００ｇ／モルの重量平均分子量Ｍｗを有し、及び／又は
ｄ）　ジアリルジアルキルアンモニウム塩及びアクリル酸からなる群から選択されるモノ
マー単位をベースとするホモポリマーであるか、又は
ｅ）　ジアリルジアルキルアンモニウム塩及びメタクリル酸からなる群から選択されるモ
ノマー単位、並びにアクリルアミド及びアクリル酸からなる群から選択されるコモノマー
単位をベースとするコポリマーを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記一価、二価又は三価のカチオンが、Ｆｅ３＋、Ａｌ３＋、Ｍｎ２＋、Ｚｎ２＋及び
それらの混合物から選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記鉱物材料の利用可能な表面積の少なくとも０．１％が、前記鉱物材料にカチオン電
荷を提供する少なくとも１種の材料で表面処理されている、請求項１から１０のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記鉱物材料の利用可能な表面積の０．２％～５０％の間が、前記鉱物材料にカチオン
電荷を提供する少なくとも１種の材料で表面処理されている、請求項１から１０のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１３】
　工程ａ）又はｃ）の脱水されるべき汚泥及び／又は沈殿物を少なくとも１種のポリマー
凝集助剤と接触させる工程ｅ）をさらに含む、請求項１から１２のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１４】
　工程ｅ）のポリマー凝集助剤が、
ａ）　１００，０００～１０，０００，００ｇ／モルの範囲の重量平均分子量Ｍｗを有し
、及び／又は
ｂ）　非イオン性又はイオン性である、
請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　工程ｅ）のポリマー凝集助剤が、
ａ）　３００，０００～５，０００，０００ｇ／モルの範囲の重量平均分子量Ｍｗを有し
、及び／又は
ｂ）　ポリアクリルアミド、ポリアクリレート、ポリ（ジアリルジメチルアンモニウムク
ロライド）、ポリエチレンイミン、ポリアミン、デンプン及びそれらの混合物から選択さ
れるカチオン性又はアニオン性ポリマーである、
請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　工程ｄ）が、濾過、沈降及び／又は遠心分離によって実施される、請求項１から１５の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　工程ｄ）が、濾過によって実施される、請求項１から１５のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１８】
　工程ｄ）の前に、アニオン性ポリマーを添加する工程をさらに含む、請求項１から１７
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　工程ｄ）の前且つ工程ｃ）の後に、アニオン性ポリマーを添加する工程をさらに含む、
請求項１から１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
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　汚泥及び／又は沈殿物の固形分を増加させるための、表面処理された鉱物材料の使用で
あって、表面処理前の前記鉱物材料が、乾燥粉末の標準法ＩＳＯ　７８７／１１に従って
測定した０．０５ｇ／ｍＬ～０．８０ｇ／ｍＬのタップかさ密度を有し、前記鉱物材料が
、前記鉱物材料にカチオン電荷を提供する材料で表面処理されている、使用。
【請求項２１】
　請求項１から１９のいずれか一項に記載の方法によって得ることができる、表面処理さ
れた鉱物材料と不純物とを含む複合材料。
【請求項２２】
　前記汚泥及び／又は沈殿物からの濾過後かつ乾燥前の複合材料の総重量に基づいて、９
０重量％未満の含水量を有する、請求項２１に記載の複合材料。
【請求項２３】
　前記汚泥及び／又は沈殿物からの濾過後かつ乾燥前の複合材料の総重量に基づいて、８
０重量％未満の含水量を有する、請求項２１に記載の複合材料。
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